
 

 
 

  

 

 

 

２０２３年１０月以降に着工する解体・改修工事において有資格者によるア

スベスト事前調査が義務化されます。 

 

◆石綿(アスベスト)とは・・・◆ 

石綿は、天然の繊維状鉱物で、「いしわた」や「せきめん」と呼ばれています。 

石綿の繊維は、吸入するとじん肺、肺がん、中皮種等の原因となる可能性があ

ることが知られています。平成１８年（２００６年）９月から製造・輸入・使

用等が禁止されていますが、それ以前に着工した建築物等には防火・保温・断

熱等の目的で石綿が使用されている可能性があります。 

 こうしたことから、戸建て住宅等の建築物の解体・改修工事を行う場合には、

工事の施工業者だけでなく、工事の発注者となる一般の方にも、飛散した石綿

を吸入する可能性がありますので、石綿障害予防規則、大気汚染防止法等の関

係法令に定められた措置を講じて頂く必要があります。 

 

◆建築物の事前調査や分析調査を実施することができる者について◆ 

 
■建築物の事前調査をすることができる者 

・特定建築物石綿含有建材調査者 

・一般建築物石綿含有建材調査者 

・一戸建て等石綿含有建材調査者 

※一戸建て住宅・共同住宅の住戸の内部に限定 

・令和５年９月までに日本アスベスト調査診断協会に登録された者 

■分析調査を実施できる者（※一部抜粋しています） 

・厚生労働大臣が定める分析調査者講習を受講し、修了考査に合格した者 

・公益社団法人日本作業環境測定協会が実施する「石綿分析技術の評価事業」

により認定される A ランク若しくは B ランクの認定分析技術者又は定性分

析に係る合格者 

・一般社団法人日本環境測定分析協会が実施する「アスベスト偏光顕微鏡実技

研修（建材定性分析エキスパートコース）修了者」 

・一般社団法人日本環境測定分析協会に登録されている「建材中のアスベスト

定性分析技能試験（技術者対象）合格者」 

◆建築物等の解体・改修を発注する方（オーナー等）について、措置や配慮◆ 

 

 

 

民間建築物に対する石綿（アスベスト）調査や除去工事について、状況に応じ

て補助金を活用することが可能です。※地域により異なります。 

 

◆石綿（アスベスト）調査に関する補助金◆ 

① 対象建築物：吹付けアスベスト等が施工されている恐れのある住宅・建築物 

② 補助内容：吹付け建材中のアスベストの有無を調べる為の調査に要する費用 

③ 国の補助金：限度額が原則として２５万円/棟（民間事業者等が実施する場

合は地方公共団体を経由） 

 

◆除去工事に関する補助金◆ 

民間建築物に対する石綿（アスベスト）除去又は封じ込め、囲い込み。 

① 対象建築物：吹付けアスベスト等が施工されている住宅・建築物 

② 対象とする費用内容：対象建築物の所有者等が行う吹付けアスベスト等の除

去、封じ込めまたは囲い込みに要する費用（建築物の解体・除去を行う場合

にあってはアスベスト除去に要する費用相当分） 

③ 国の補助率：地方公共団体の補助額の１/２以内（かつ全体の１/３以内） 

 

◆調査・除去等に関する注意事項◆ 

※ 補助制度がない地方公共団体もありますので、詳細はお住まいの地方公共団 

にお問い合わせください。 

※ 補助対象とする石綿（アスベスト）は、吹付けアスベスト、アスベスト含有

吹付けロックウールです。 

その他、詳しくは厚生労働省のホームページをご覧ください。 

（著・事業推進本部 柳田湧弥） 
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